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件　　　　　名 審査結果 措　置

太陽光発電設備設置届出の手続き、条例制定に関する請願書 採択すべきもの 町長送付

議事に先立ち、４月17日執行の山元町議会議員
補欠選挙で当選した、品

しな

堀
ほり

栄
よし

洋
ひろ

議員から挨拶があ
りました。
　皆様のご支援によりまして、山元町議会議員の
職に就かせていただきました。自分の器に余る大
役であり、職責の重大さを日に日に痛感し、身の
引き締まる思いでございます。まだまだ未熟な私
ですので、皆様におかれましてはご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願いいたします。皆様のために努
力を尽くす覚悟でございます。どうぞよろしくお
願い申し上げます。
※�なお、品堀議員は議席番号２番に指定、産建教
育常任委員会に所属しております。 　第２回定例会は、６月３日から10日までの８日間の日程で開催されました。

　今回の会議では、新町長の所信表明があり、選挙公約にも掲げた「５つの柱」についての取り組み
の説明を受け、提出議案７件（報告３件、条例２件、補正予算２件）を審議し、原案通り可決しました。
　一般質問は、新町長就任後初めての定例会となったことから、町長の公約や、今後のまちづくりに
ついて10人の議員が一般質問を行いました。

定例会概要定例会概要

新議員紹介新議員紹介

　今回の一般会計補正予算は、３月に発生した福島県沖地震の災害復旧関連、原油価格・物価高騰に
伴う子育て支援を含めた生活関連支援や当初予算では計上されていない政策的な予算の３点から構成
されています。
　歳入歳出はそれぞれ15億70万円を増額し、総額110億196万円とし、下記の主な事業を承認・可
決しました。

◎福島県沖地震の災害復旧関連� （単位：千円）
項　　　　　目 補　正　額 補正後の金額

地震被害家屋等解体業務委託料 170,240 194,600
文教施設災害復旧費（学校、社会教育施設等） 72,407 95,017
公共施設・公用施設災害復旧費（おもだか館等） 146,694 150,895

◎その他� （単位：千円）
項　　　　　目 補　正　額 補正後の金額

子育て世帯生活支援特別給付金 3,250 197,769
山下第一小学校校舎改修工事請負費 245,520 329,458
学校給食費補助金（第２子以降） 10,263 10,263
町指定文化財茶室等整備実施設計業務委託料 11,000 25,338
町民体育館長寿命化・耐震補強工事関係 365,600 394,691

補 正 予 算
一般会計補正予算（議案第29号）

政策的予算含む補正予算を可決

質
疑
応
答

議
員　
ど
の
程
度
の
検
討
、

議
論
を
し
た
の
か
。

委
員
長　
４
月
18
日
に
請

願
者
か
ら
説
明
が
あ
り
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

議
員　
土
砂
災
害
防
止
、

治
安
安
全
の
確
保
等
の
具

体
的
条
件
に
つ
い
て
検
討
、

議
論
を
し
た
の
か
。

委
員
長　
具
体
的
な
話
は

な
か
っ
た
。

議
員　
今
後
の
委
員
会
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
。

委
員
長　
継
続
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

議
員　
議
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
町
と
議
会
が
一
体
と
な

り
、
地
域
住
民
に
大
き
な

不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

請願書を採択し町長へ送付（請願第1号）請 願
　令和４年１月20日、坂元地区行政連絡調整会議（会長　島田敏光氏）から提出された ｢太陽光発
電設備設置届出の手続き、条例制定に関する請願書｣ は、総務民生常任委員会に付託され審議されて
きました。その結果を、委員長から下記のとおり報告しました。

　令和４年３月７日に総務常任委員会に付託された事件を審査した結果、下記意見を付して決定した
ので、山元町議会会議規則第93条の規定により報告しました。

≪採択すべきものとし町長へ送付≫

【意見】
　条例等の策定については、再生可能エネルギーの普及を考慮する
必要がある。
　また、一方では、大雨時における洪水や土砂流出の影響など慎重
に検討すべき事項もあることから、十分な調査、検討は必要と思わ
れる。

主な事業

令和４年　令和４年　第２回定例会第２回定例会
定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要
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◇伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P5
　１　これからのまちづくりについて

◆菊地　康彦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P6
　１　今後の危機管理について
　２　今後の支援のあり方について

◇渡邊千恵美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P7
　１　子育て支援策、及び移住定住促進対策について
　２　町長の政治姿勢等について

◆髙橋　建夫　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P8
　１　町長の公約等について

◇髙橋眞理子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P9
　１　公共施設の利活用について
　２　�東北地方太平洋沖地震（日本海溝・千島海溝地震含む）における危機管理対策について

◆竹内　和彦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P10
　１　坂元地区の豪雨水害対策について
　２　太陽光発電について

◇岩佐　秀一　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P11
　１　町政を刷新することについて
　２　新市街地への一極集中からの脱却について
　３　安心・安全対策について

◆大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P12
　１　給水スポットについて
　２　マイナンバーカードの取得推進について

◇遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P13
　１　町民バス等公共交通機関の充実について
　２　高齢者福祉施策について
　３　スポーツ・レクリエーション複合施設整備事業の取り組みについて

◆岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P14
　１　安全・安心して暮らせるまちづくりについて
　２　今後のまちづくりについて

○一般質問とは
　町の行財政全般にわたり、状況や見通しを聞き疑問点をただし、
所信の表明を求めるもの

こちらから録画映像を見ることができます➡

伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員

フルーツも欲しい

我 が 町 政 を 問 う一 般 質 問
議
員　
構
想
や
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
、
排
水
対

策
を
促
進
強
化
す
る
こ
と

な
の
か
。

町
長　
町
の
最
重
要
課
題

と
し
て
、
高
瀬
川
、
新
井

田
川
、
山
寺
川
及
び
鷲
足

川
合
流
部
の
排
水
不
良
解

消
に
向
け
調
査
、
改
修
工

事
を
実
施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
坂
元
地
区
の

排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
方
法
で
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
依
然
浸
水
被

害
が
解
消
さ
れ
な
い
状
況

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
解
消
す
る
た
め
関
係

機
関
と
の
調
整
を
し
て
い

る
。

議
員　
町
民
の
多
く
が
感

じ
て
い
る
、
６
号
線
と
交

差
す
る
部
分
の
道
路
と
川

を
改
修
し
な
け
れ
ば
解
消

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
問
題
で
あ

る
。

　
国
や
関
係
機
関
と
の
協

議
が
な
か
な
か
進
展
し
て

い
な
い
。
今
後
も
対
策
や

協
議
を
進
め
て
行
く
の
で

も
う
少
し
様
子
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

議
員　
新
井
田
川
の
下
流

部
は
早
急
に
川
幅
を
広
げ

な
い
と
、
土
砂
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫だ

け
で
は
対
処
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
山

下
（
大
沢
川
）
は
下
流
部

を
増
設
し
、
ま
っ
す
ぐ
な

川
と
し
排
水
し
な
け
れ
ば

解
消
さ
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

町
長　
住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
の
が
重
要
な
役
目

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
専

門
家
等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
一
番
的
確
な
方
法

を
模
索
し
、
関
係
機
関
と

の
協
議
等
を
整
え
、
順
次
、

事
業
化
を
図
っ
て
い
く
。

公
約
の
豪
雨
水
害
対
策
の
具
体
的
考
え
は

町
長　
最
重
要
施
策
で
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

議
員　
「
小
・
中
学
生
、

幼
稚
園
、
保
育
所
の
給
食

費
、
副
食
費
の
無
償
化
」

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
考
え
な
の
か
。

町
長　
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
公
約
に
掲
げ
た
と
お

り
早
期
に
考
え
た
い
。
具

体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、

給
食
費
等
の
完
全
無
償
化

は
、
大
部
分
が
一
般
財
源

で
あ
り
財
政
負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
従
来
の
方

策
を
継
続
し
な
が
ら
、
段

階
的
な
無
償
化
を
含
め
、

長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
支
援
策
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

議
員　
物
価
ス
ラ
イ
ド
、

値
上
が
り
材
料
費
の
分
だ

け
で
も
町
と
し
て
、
早
急

に
負
担
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長　
値
上
が
り
の
部
分

は
100
％
補
填
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員　
給
食
費
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
是
非
、
対
象

を
第
１
子
か
ら
、
該
当
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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これで子どもたちを守れるのか？

議
員　
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
子
育
て
支
援
策
や

移
住
定
住
促
進
対
策
事
業

は
今
後
も
継
続
す
る
考
え

な
の
か
、
そ
れ
と
も
刷
新

す
る
考
え
な
の
か
。

町
長　
今
後
も
各
種
支
援

制
度
の
周
知
を
図
り
、
継

続
し
て
子
育
て
支
援
及
び

移
住
定
住
促
進
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
さ
ら
な
る
支
援
策
と
し

て
小
・
中
学
校
給
食
費
の

無
償
化
な
ど
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
よ
う
検
討
す

る
。

議
員　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

は
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
、
そ
の
保
護
者

が
交
流
で
き
る
拠
点
と
し

て
、
さ
ら
な
る
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　
セ
ン
タ
ー
利
用
者

や
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、

地
域
交
流
事
業
の
推
進
や
、

よ
り
一
層
の
利
用
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
中
高
生
の
来
館
を

促
す
た
め
、
保
育
士
を
目

指
す
生
徒
な
ど
へ
気
軽
に

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
え

る
場
と
し
て
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

町
長　
近
隣
市
町
の
取
り

組
み
状
況
を
参
考
に
し
、

児
童
館
と
し
て
果
た
せ
る

役
割
を
検
討
す
る
。

議
員　
た
く
さ
ん
の
人
々

の
交
流
拠
点
と
な
る
よ
う

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

子
育
て
支
援
策
は
継
続
か
刷
新
か

町
長　
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

町政運営の抱負は
町長　希望を持ち笑顔になれる町へ

議
員　
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
政

治
家
と
し
て
の
姿
勢
・
視
座
は
。

町
長　
政
党
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

町
民
や
議
会
と
の
対
話
、
及
び
協

力
・
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
、

町
民
の
声
を
町
政
へ
反
映
さ
せ
た

町
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
た

い
。

議
員　
町
政
運
営
へ
の
抱
負
は
。

町
長　
町
民
が
希
望
を
持
ち
笑
顔

に
な
れ
る
町
づ
く
り
へ
の
強
い
思

い
を
も
と
に
、
5
つ
の
柱
「
喫
緊

の
課
題
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

建
設
で
は
な
く
豪
雨
水
害
対
策
」

「
子
育
て
世
帯
へ
の
継
続
的
な
支

援
」「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
の
実
現
に
向
け
た
福
祉
政
策

の
推
進
」「
町
全
体
の
豊
か
な
復

興
」「
職
員
と
と
も
に
町
民
目
線

で
進
め
る
、
公
平
で
健
全
な
町
政

運
営
」
の
具
現
化
を
目
指
す
。

議
員　
豪
雨
水
害
に
つ
い
て
山
下

大
沢
川
水
門
な
ど
の
対
策
は
。

町
長　
重
点
的
に
取
り
組
む
。

議
員　
小
学
校
の
問
題
等
、
子
育

て
世
代
と
地
区
懇
談
会
を
開
く
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
出
向
い
て
い
く
。

議
員　
誰
も
が
笑
顔
輝
く
町
に
な

る
よ
う
期
待
す
る
。

の
位
置
づ
け
と
し
、
施
設

名
称
を
改
め
周
知
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

町
長　
す
ぐ
に
と
は
言
え

な
い
が
、
一
つ
の
提
案
と

し
て
検
討
す
る
。

渡
わた

邊
なべ

 千
ち

恵
え

美
み

 議員

こどもセンター楽しいね

議
員　
「
津
波
浸
水
想
定

公
表
」
が
あ
り
、
津
波
の

浸
水
面
積
が
大
震
災
の
1.2

倍
と
予
想
さ
れ
た
が
、
津

波
防
災
区
域
の
見
直
し
は

行
う
の
か
。

町
長　
県
の
動
向
を
踏
ま

え
、慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。

議
員　
避
難
体
制
や
、
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す

の
か
。

町
長　
津
波
浸
水
想
定
を

含
め
た
、
実
際
の
避
難
行

動
に
結
び
つ
く
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
行
う
。

議
員　
保
育
所
、
小
・
中

学
校
の
危
機
管
理
体
制
や
、

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
問

題
点
は
。

教
育
長　
山
二
小
等
が
津

波
浸
水
区
域
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
各
学
校
に
防
災

これからの危機管理体制は
町長　命を守る対策を講ずる

議
員　
農
漁
業
の
後
継
者

に
支
援
の
考
え
は
。

町
長　
町
独
自
に
支
援
を

し
て
い
な
い
漁
業
者
へ
、

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援

策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

農
漁
業
の
経
営
基
盤
の
安

定
化
の
た
め
、
農
協
や
漁

協
と
連
携
し
、
国
や
県
に

支
援
を
働
き
か
け
る
。

議
員　
遊
休
農
地
対
策
や
、

活
用
に
対
す
る
支
援
は
。

町
長　
農
地
中
間
管
理
機

構
の
活
用
が
有
効
な
手
法

の
一
つ
と
考
え
る
。

議
員　
実
際
活
用
が
出
来

て
い
る
の
か
。
本
気
で
遊

休
農
地
を
減
ら
す
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
指
摘
の
部
分
に
つ

い
て
は
十
分
に
理
解
し
て

常
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

議
員　
津
波
防
災
区
域
１

種
、
２
種
に
お
住
い
の
方

へ
の
不
公
平
感
の
な
い
支

援
は
。

町
長　
誰
も
が
納
得
い
く

形
で
支
援
し
た
い
。

議
員　
定
住
促
進
と
言
う

観
点
か
ら
、
公
営
住
宅
基

金
の
活
用
は
。

町
長　
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
誰
も
が
納
得
い
く
形

で
支
援
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
支
援
の
あ
り
方
は

町
長　
誰
も
が
納
得
の
い
く

　
　
　
支
援
を
し
た
い

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　
山
二
小
は
津
波
の

想
定
時
、
緊
急
避
難
所
が

体
育
館
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
引
き
渡
し
は
、

先
の
大
震
災
の
時
に
大
き

な
問
題
点
と
な
っ
た
が
、

危
険
回
避
は
で
き
る
の
か
。

教
育
長　
緊
急
避
難
を
含

め
、
避
難
の
あ
り
方
を
見

直
す
。

議
員　
防
犯
の
た
め
に
重

要
な
門
扉
が
未
設
置
や
、

設
置
予
算
を
見
送
ら
れ
た

と
言
う
事
例
も
聞
く
。
危

機
管
理
の
面
か
ら
ど
の
様

な
考
え
か
。

教
育
長　
学
校
敷
地
内
に

入
れ
て
も
、
校
舎
内
に
は

入
れ
な
い
と
い
う
防
犯
体

制
を
と
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

議
員　
休
憩
時
間
や
、
校

庭
に
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん

で
い
る
時
は
ど
の
様
に
対

応
す
る
の
か
。

教
育
長　
学
校
の
体
制
、

施
設
の
体
制
、
要
求
に
対

し
て
再
検
討
す
る
。

菊
きく

地
ち

 康
やす

彦
ひこ

 議員

議
員　
保
育
所
の
避
難
行

動
に
つ
い
て
、
保
育
士
が

避
難
場
所
の
役
場
ま
で
園

児
を
運
搬
車
両
や
、
背

負
っ
て
徒
歩
で
避
難
さ
せ

る
の
は
問
題
な
い
の
か
。

町
長　
今
回
の
津
波
浸
水

想
定
対
応
を
含
め
、
見
直

し
を
行
う
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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髙
たか

橋
はし

 建
たて

夫
お

 議員

児童が主人公の小学校再編を

議
員　
新
市
街
地
へ
の
一

極
集
中
を
脱
却
し
、
町
全

体
の
豊
か
さ
を
目
指
す
と

あ
る
が
、
町
政
の
主
軸
た

る
「
第
６
次
総
合
計
画
」

の
見
直
し
は
。

町
長　
町
最
上
位
に
位
置

し
、
見
直
さ
ず
施
策
優
先

に
順
位
を
見
極
め
公
約
を

果
た
す
。

議
員　

コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
だ
け
で
は
な
く
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
。

町
長　

コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
い
う
顔
が
で
き
、

他
地
区
と
の
手
足
と
体
を

つ
な
ぎ
魅
力
を
発
信
す
る
。

議
員　
教
育
委
員
会
が
２

度
に
わ
た
り
町
民
の
声
を

集
約
し
て
決
定
し
た
、
小

学
校
再
編
を
検
討
と
あ
る

が
、
現
在
と
将
来
予
測
の

町長公約を町政運営にどう生かすか
町長　施策優先順位を重視し、公約果たす

髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員

小
学
校
規
模
で
は
、
強
い

要
望
が
あ
る
切
磋
琢
磨
、

ク
ラ
ス
替
え
が
出
来
る
教

育
環
境
に
は
ほ
ど
遠
い
。

子
ど
も
た
ち
を
逞
し
く
育

て
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き

で
は
。

町
長　
子
ど
も
を
第
一
に

考
え
た
再
編
検
討
報
告
書

で
あ
る
。
白
紙
に
す
る
訳

で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
す
る
と
考
え
、
住

民
と
意
見
交
換
し
進
め
た

い
。

教
育
長　
町
長
と
総
合
教

育
会
議
で
意
見
交
換
し
た
。

平
成
30
年
12
月
に
決
定
し

た
方
針
で
進
め
る
べ
き
だ

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
部
分

で
町
長
と
の
調
整
は
ま
だ

で
あ
る
。
進
め
方
を
共
通

理
解
し
、
検
討
す
る
。

議
員　
宮
城
病
院
の
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
外
部
委

託
見
直
し
は
職
員
定
数
や

人
件
費
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
。
ま
た
、
当
病
院
と

の
救
急
医
療
や
小
児
健
診
、

保
育
事
業
等
の
協
力
関
係

は
。

町
長　
外
部
委
託
業
務
は

議
会
と
適
切
に
判
断
し
、

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う

宮
城
病
院
と
は
、
関
係
強

化
に
努
め
る
。

議
員　
「
ス
ポ
・
レ
ク
複

合
施
設
」
の
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
が
、
民
間
活

力
が
期
待
で
き
な
い
本
計

画
で
は
な
く
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
核
に
健
康
増
進
、

交
流
機
能
を
付
加
し
た
整

備
案
が
現
実
的
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
長
の
判
断

は
。

町
長　
費
用
対
効
果
、
事

業
の
優
先
度
を
再
検
証
し

判
断
し
た
い
。

議
員　
昨
年
見
直
し
た
公

共
工
事
の
「
入
札
、
契
約

制
度
」
は
、
何
の
検
証
か
。

町
長　
入
札
制
度
は
、
落

札
率
の
現
状
や
他
自
治
体

の
傾
向
等
を
検
証
す
る
。

議
員　
「
地
場
産
業
育
成

の
課
題
解
決
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」
の

見
解
は
。

町
長　
既
存
企
業
が
人
材

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
求
人
活
動
や
町

内
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　

机
と
椅
子
や
会
議
室
な
ど
を
共
有

し
つ
つ
、
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
作
業
を
行
う
た
め
の
環
境
の
こ
と
。

※
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　

台
風
等
の
接
近
に
よ
る
大
雨
に

よ
っ
て
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
時

に
、
自
分
自
身
が
と
る
標
準
的
な
防

災
行
動
を
時
系
列
的
に
整
理
す
る
こ

と
。

グ
の
必
要
性
を
認
識
し
た
。

商
工
会
や
工
業
会
等
と
連

携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
や
雇
用
創
出
を
図
る
。

議
員　
既
存
企
業
に
対
す

る
地
元
の
認
識
不
足
を
感

じ
る
。
例
え
ば
小
学
生
の

町
内
企
業
の
見
学
は
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で

き
る
事
を
工
夫
し
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

議
員　
県
が
今
年
２
月
定

例
会
で
予
算
化
し
た
、
日

本
語
学
校
開
設
に
向
け
、

早
速
、
手
を
挙
げ
た
自
治

体
が
あ
る
。
旧
坂
元
中
学

校
施
設
を
活
用
し
、
本
町

も
積
極
的
意
向
を
示
す
べ

き
で
は
。

町
長　
環
境
や
条
件
等
に

恵
ま
れ
て
い
る
当
施
設
の

具
体
的
な
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
先
導
事
例
等
を
踏

ま
え
、
今
後
検
討
す
る
。

日
本
語
学
校
に
つ
い
て
は
、

中
身
を
理
解
し
た
上
で
、

詳
細
を
決
定
し
て
い
き
た

い
。

教
育
長　
学
校
施
設
だ
っ

た
と
こ
ろ
を
、
日
本
語
学

校
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
は
好
ま
し
い
事
で
あ
る
。

議
員　
日
本
語
学
校
施
設

と
併
せ
、
廃
校
活
用
の
成

功
事
例
と
し
て
、
鳥
取
県

八や
ず
ち
ょ
う

頭
町
に
あ
る「
隼
ラ
ボ
」

と
い
う
公
民
連
携
の
複
合

施
設
が
あ
る
。
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
等
も
設
け
ら
れ
、

Ｉ
Ｔ
や
ド
ロ
ー
ン
関
連
の

企
業
が
利
用
し
、
カ
フ
ェ

や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
も

あ
る
ほ
か
、
垣
根
を
越
え

て
誰
も
が
楽
し
く
過
ご
せ

る
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

る
。
観
光
・
交
流
人
口
拡

大
や
移
住
・
定
住
の
推
進

等
、
多
様
な
課
題
改
善
の

一
策
と
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長　
建
物
の
劣
化
も
進

む
の
で
、
地
域
住
民
や
多

く
の
方
々
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
早
い
段
階
で
進

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

議
員　
深
山
山
麓
少
年
の

森
拡
張
・
改
修
事
業
の
Ｂ

Ｍ
Ｘ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、

事
業
の
予
算
枠
を
広
げ
、

公
共
施
設
を
有
効
活
用
す
べ
し

町
長　
旧
坂
中
施
設
の
活
用
は
早
い
段
階
で
行
う

津波浸水想定による危機管理は
町長　見直しの検討に取り組む

議
員　
県
の
発
表
し
た
津
波
浸
水
想

定
に
よ
り
、
危
機
管
理
対
策
等
に
多

く
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
避
難
路
や
避
難
駐
車
場
、
避

難
所
や
避
難
訓
練
等
に
つ
い
て
、
整

備
を
早
め
、
見
直
し
の
検
討
を
し
て

い
く
。

　
減
災
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
マ※

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
講
座

の
開
催
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
命
に

関
わ
る
こ
と
で
必
要
と
考
え
る
。

課
長　
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

速
や
か
に
作
成
を
進
め
、
年
度
内
に

配
布
予
定
と
し
て
い
る
。

議
員　
個
別
避
難
計
画
の
策
定
は
。

課
長　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

体
制
整
備
に
向
け
、
早
急
に
進
め
て

い
く
。

議
員　
大
震
災
か
ら
11
年
以
上
が
経

ち
、
防
災
教
育
や
震
災
時
の
助
け
合

い
を
進
化
さ
せ
た
地
域
づ
く
り
が
大

切
だ
。

大
会
開
催
可
能
な
規
模
に

拡
幅
す
る
考
え
は
な
い
か
。

課
長　
基
本
的
に
は
改
修

工
事
だ
が
、
ロ
ー
カ
ル
的

な
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ

う
、
令
和
６
年
度
供
用
開

始
を
目
指
し
実
施
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

や
お
も
だ
か
館
に
コ※

ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
。

町
長　
災
害
時
の
防
災
対

策
活
動
拠
点
の
施
設
だ
が

当
面
は
、
机
の
配
置
替
え

等
の
工
夫
を
し
て
対
応
す

る
。

リニューアルが待たれるBMXコース

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議
員　
何
を
刷
新
す
る
の

か
。

町
長　
町
の
政
策
の
方
向

性
や
進
め
方
、
重
点
的
に

取
り
組
む
事
業
の
優
先
順

位
で
あ
る
。

　
公
約
の
５
つ
の
柱
に
掲

げ
た
、
町
民
の
声
が
町
政

に
十
分
反
映
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
点
を
、
重
点
的
に

刷
新
す
る
考
え
で
あ
る
。

議
員　
複
合
施
設
整
備
の

優
先
順
位
が
低
い
こ
と
は

理
解
で
き
た
が
、
安
全
・

安
心
確
保
の
た
め
、
高
台

の
土
地
で
、
交
通
の
利
便

か
ら
も
有
効
活
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
今
回
は
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
計
画
さ
れ

て
お
り
、
避
難
所
と
し
て

整
備
す
る
考
え
は
現
時
点

で
は
な
い
。

議
員　
公
共
施
設
の
維
持

管
理
を
見
直
す
と
発
信
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

見
直
す
の
か
。

町
長　
ま
ず
は
現
状
を
把

握
し
、
中
期
財
政
見
通
し

に
よ
り
維
持
管
理
の
し
っ

か
り
し
た
状
況
を
点
検
し
、

少
し
で
も
節
約
し
た
う
え

で
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
お

金
を
活
用
し
た
い
。

議
員　
公
共
施
設
を
継
続

的
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、

町
民
へ
の
公
平
な
負
担
を

考
え
受
益
者
負
担
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
住
民
の
負
担
を
減

ら
す
意
味
で
、
受
益
者
負

担
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　
空
き
家
が
大
分
増

え
て
お
り
、
空
き
家
改
善

対
策
と
し
て
、
町
民
生
活

課
と
子
育
て
定
住
推
進
課

に
よ
り
改
善
を
図
っ
て
い

る
が
、
相
談
し
易
く
す
る

た
め
、
空
き
家
改
善
対
策

の
専
門
担
当
部
署
の
設
置

を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　
重
要
な
問
題
と
認

識
し
て
い
る
が
、
専
門
の

担
当
部
署
を
設
置
し
、
管

理
し
て
い
く
か
ど
う
か
は
、

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い

る
。

町
政
の
何
を
、
何
処
を
刷
新
す
る
の
か
。

町
長　
事
業
の
優
先
順
位
等
の
こ
と
で
あ
る
。

山元南インターチェンジ周辺開発を
町長　開発計画はない

竹
たけ

内
うち

 和
かず

彦
ひこ

 議員

議
員　
有
効
な
土
地
で
唯

一
開
発
さ
れ
て
い
な
い
山

元
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
は
、
営
農
ゾ
ー
ン
と

い
う
農
振
農
用
地
区
域
の

た
め
、
開
発
が
遅
れ
て
い

る
。
東
部
地
区
の
圃
場
も

進
み
、
農
地
に
余
裕
が
あ

り
、
周
辺
農
地
の
農
振
農

用
地
を
解
除
し
、
開
発
を

早
め
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
山
元
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
含
む
丘

豪雨により冠水した道路（町区）

岩
いわ

佐
さ

 秀
しゅういち

一 議員

山元南インターチェンジ周辺

議
員　
坂
元
の
谷
地
川
排

水
対
策
は
、
こ
れ
ま
で

度
々
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

来
た
が
、
い
ま
だ
解
決
に

至
っ
て
な
い
。
今
後
ど
う

対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　
本
年
度
は
、
谷
地

排
水
路
の
一
部
未
改
修
区

間
に
お
い
て
、
排
水
路
複

断
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張

り
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
取
り
組

み
、
さ
ら
な
る
排
水
能
力

向
上
に
鋭
意
対
策
を
進
め

て
い
く
。

議
員　
町
道
中
浜
滝
の
前

線
は
、
第
３
線
堤
と
し
て

の
整
備
計
画
が
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
豪
雨
の
際
、

こ
の
地
域
一
帯
が
湖
と
な

る
。
そ
こ
に
第
３
線
堤
が

整
備
さ
れ
れ
ば
、
水
の
流

れ
が
止
ま
り
、
水
害
が
拡

坂元地区の豪雨水害対策は
町長　さらなる排水能力向上を進めたい

議
員　
太
陽
光
発
電
は
、

問
題
が
起
き
て
か
ら
で
は

遅
い
。
太
陽
光
発
電
の
設

置
に
関
す
る
指
針
な
り
、

ル
ー
ル
を
制
度
化
し
、
条

例
制
定
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

町
長　
町
と
し
て
は
、
現

在
進
め
て
い
る
県
の
条
例

の
中
身
を
確
認
し
、
近
隣

自
治
体
や
類
似
自
治
体
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

条
例
制
定
を
検
討
し
て
い

く
。

議
員　
我
が
町
に
設
置
さ

れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
の

数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

課
長　
町
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
発
電
の
数

は
、
３
年
度
末
で
167
基
で

あ
る
。

議
員　
1
月
20
日
に
、
地

区
住
民
か
ら
、
太
陽
光
発

電
設
置
に
関
す
る
条
例
制

定
の
請
願
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
ど
の
よ
う
に
す
る

か
、
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

議
員　
全
国
に
太
陽
光
発

電
の
販
売
・
設
置
業
者
は

約
1
万
8
千
社
余
り
あ
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
中
堅
中

小
企
業
で
あ
っ
て
、
２
割

弱
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

民
間
企
業
な
の
で
、
倒
産

や
、
ブ
ー
ム
が
去
れ
ば
廃

業
も
あ
り
得
る
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
も
予
測
さ
れ
る
の
で
、

や
は
り
し
っ
か
り
と
指
針

を
示
し
、
ル
ー
ル
を
明
確

化
し
、
条
例
制
定
を
急
ぐ

べ
き
と
思
う
が
。

町
長　
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
条
例
を
制
定
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
。

大
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
坂
元
地
区
の
排
水

対
策
は
、
一
定
量
を
坂
元

川
に
排
水
す
る
こ
と
で
、

一
日
も
早
い
排
水
対
策
の

構
築
を
目
指
し
、
関
係
機

関
と
調
整
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
坂
元
駅
東
側
の
調

整
池
は
、
役
割
を
果
た
せ

て
い
る
の
か
。

町
長　
豪
雨
時
に
は
度
々

調
整
池
か
ら
道
路
や
隣
接

地
へ
の
越
水
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
原
因
は
、
調
整

池
の
許
容
す
る
量
を
超
え

る
降
雨
量
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
新
市
街
地
以
外
か

ら
の
雨
水
流
入
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

太
陽
光
発
電
設
置
の
条
例
制
定
は

町
長　
で
き
る
だ
け
早
急
に

　
　
　
制
定
を
進
め
た
い

通
り
に
関
す
る
開
発
計
画

は
な
い
。

　
農
振
農
用
地
の
除
外
の

関
係
は
、
今
回
、
東
部
地

区
の
農
地
見
直
し
に
際
し
、

丘
通
り
の
農
地
農
用
地
の

見
直
し
も
併
せ
て
行
う
こ

と
で
、
現
在
、
作
業
を
進

め
て
い
る
状
況
。
東
部
地

区
の
換
地
業
務
が
終
わ
り
、

令
和
６
年
度
を
目
途
に
修

正
を
検
討
す
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

議会だより　やまもと　2022.8.1／VOL.197議会だより　やまもと　2022.8.1／VOL.197 1011



改修予定の深山少年の森

議
員　
町
は
総
合
計
画
で

公
共
交
通
の
施
策
に
つ
い

て
現
状
と
課
題
を
示
し
、

施
策
の
基
本
方
向
と
し
て

町
民
の
生
活
を
支
え
る
身

近
な
交
通
手
段
で
あ
る
公

共
交
通
網
の
整
備
の
促
進
、

新
市
街
地
と
既
存
集
落
を

有
機
的
に
つ
な
ぐ
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
り
、
新
市
街
地
の
利
便

性
を
町
全
体
が
享
受
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
し
て
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
議
会
提
案
の
一
般
会

計
補
正
予
算
で
は
、
今
後

の
町
民
バ
ス
運
行
の
調

査
・
検
討
す
る
た
め
の
予

算
を
計
上
し
、
運
行
改
善

と
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
ど
う

認
識
し
、
い
か
し
て
い
く

か
。

町
長　
非
常
に
重
要
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。
町
民
の

地
域
公
共
交
通
に
対
す
る

満
足
度
は
期
待
に
応
え
ら

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
部
分

的
な
見
直
し
で
は
な
く
総

合
的
な
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

議
員　
総
合
的
な
見
直
し

と
は
。

町
長　
行
動
目
的
を
調
査

し
、
バ
ス
の
台
数
、
大
き

さ
も
含
め
て
、
全
体
的
な

見
直
し
を
進
め
た
い
。

町
民
バ
ス
等
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
を

町
長　
総
合
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員

議
員　
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
の
実
現
に
向

け
た
福
祉
政
策
推
進
と
し

て
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

に
一
部
見
直
し
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
高
齢
者
や

身
体
の
不
自
由
な
方
々
の

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

町
民
バ
ス
ぐ
る
り
ん
号
等

の
運
行
の
在
り
方
の
検
討

な
ど
、
そ
の
施
策
の
重
要

性
を
強
調
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
事
業
の
取
り
組
み
の
現

状
等
、
老
人
の
一
人
暮
ら

し
等
の
対
策
は
十
分
か
。

町
長　
大
変
重
要
な
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
民
生
委
員
の
訪

問
活
動
及
び
郵
便
局
や
新

聞
販
売
事
業
者
等
と
の
高

齢
者
の
見
守
り
に
関
す
る

協
定
等
の
締
結
や
、
各
地

区
に
お
け
る
地
域
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
見

守
り
活
動
な
ど
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
利

用
率
が
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
取

り
組
み
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
現
行

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
に
向

け
現
状
把
握
を
行
い
、
新

た
な
施
策
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

議
員　
補
聴
器
助
成
の
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
加
齢
性
難
聴
、
老

人
性
難
聴
は
生
活
の
質
を

落
と
し
、
認
知
症
に
な
る

原
因
の
一
つ
と
認
識
、
先

進
自
治
体
の
状
況
の
確
認

な
ど
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

高齢者福祉対策は十分か
町長　大変重要な喫緊の課題と認識

そ
の
他
の
質
問

　
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
複
合
施
設
整
備
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
の
遅
れ
や
整
備

調
査
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
結
果
を
受
け
て

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

期待を乗せて走るぐるりん号

議
員　
熱
中
症
の
予
防
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
削
減
の

た
め
、
公
共
施
設
に
ボ
ト

ル
給
水
型
を
併
設
し
た
給

水
機
の
設
置
を
進
め
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
現
状
や
ニ
ー
ズ
等

を
十
分
把
握
し
た
上
で
、

検
討
す
る
。

議
員　
み
や
ぎ
環
境
交
付

金
事
業
に
つ
い
て
、
気
候

変
動
の
影
響
へ
の
適
応
と

し
て
、
公
共
施
設
へ
の
冷

水
・
給
水
機
設
備
の
設
置

も
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
活
用
し
て
給
水
機
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
そ
の
よ
う
な
制
度

は
検
討
に
値
す
る
。

議
員　
町
民
体
育
館
や
役

場
庁
舎
、
学
校
な
ど
も

ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
う
。

町施設にボトル給水型給水機設置を
町長　現況やニーズ等を把握し、検討する

議
員　
町
内
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
者
数

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
。

町
長　
国
は
今
年
度
末
ま

で
に
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き

渡
る
こ
と
を
目
指
し
て
普

及
促
進
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

大
変
厳
し
い
と
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。

議
員　
職
員
に
対
す
る
取

得
促
進
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
庁
内
の
会
議
等
を

活
用
し
、
全
職
員
の
取
得

に
向
け
、
周
知
徹
底
を
図

る
。

議
員　
出
張
窓
口
の
推
進

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
期
日
前
投
票
や
確

定
申
告
な
ど
、
町
民
が
集

ま
る
機
会
を
活
用
し
、
積

極
的
に
取
り
組
む
。

議
員　
町
独
自
の
自
治
体

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
申
請
頂

い
た
方
と
の
公
平
性
等
を

考
慮
す
る
と
現
実
的
で
は

な
い
。

滋
賀
県
の
大
津
市
で
は
、

大
津
湖
岸
な
ぎ
さ
公
園
に

冷
水
機
を
設
置
し
た
。
今

後
、
拡
張
・
改
修
を
行
う

深
山
山
麓
少
年
の
森
に
冷

水
機
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
早
い
段
階
で
、
住

民
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

議
員　
非
接
触
に
て
ボ
ト

ル
に
給
水
可
能
な
冷
水
機

を
設
置
す
る
際
に
コ
ロ
ナ

交
付
金
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
い
る

事
例
が
増
え
て
い
る
。
本

町
で
も
、
こ
の
交
付
金
を

活
用
し
て
冷
水
機
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
該
当
す
る
補
助
金

は
す
べ
て
使
っ
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
事

業
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

に
設
置
さ
れ
て
い
る
冷
水

機
で
マ
イ
ボ
ト
ル
に
水
を

く
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
貴
重
な
冷
水
器
を
PR
す

る
た
め
、
給
水
ス
ポ
ッ
ト

の
飾
り
つ
け
を
し
て
は
ど

う
か
。

町
長　
宝
の
持
ち
腐
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
推
進
を

町
長　
県
平
均
以
上
め
ざ
し

　
　
　
積
極
的
に
取
り
組
む

り
と
し
た
形
で
PR
し
て
い

き
た
い
。

議
員　
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

に
続
く
町
内
２
号
の
給
水

機
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

町
長　
い
ろ
い
ろ
な
制
度

を
探
り
、
施
設
に
１
台
ぐ

ら
い
ず
つ
設
置
で
き
る
よ

う
に
進
め
た
い
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員

○令和４年　第２回臨時会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（山元町町税条例等の一部を改正する条例）【P16に掲載】

承　認

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（山元町国民健康保険税の条例の一部を改正する条例）【P16に掲載】

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（新型コロナウイルス感染症に伴う山元町国民健康保険税の減免に関
する条例の一部を改正する条例）

承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（山元町地方活力向上地域における固定資産税の特例に関する条例の
一部を改正する条例）

承認第７号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度山元町一般会計補正予算・専決第４号）【P17に掲載】

承認第８号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度山元町一般会計補正予算・専決第５号）【P17に掲載】

承認第９号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度山元町一般会計補正予算・専決第１号）【P17に掲載】

承認第10号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度山元町一般会計補正予算・専決第２号）【P17に掲載】

議案第23号 令和４年度　漁機請１号　磯浜漁港東防波堤・-2.0ｍ物揚場補修工事請負契約の締結について【P17に掲載】

可　決
議案第24号 令和２年度（繰）　社総交（復興）請９号　頭無西牛橋線舗装工事請負契約の変更について【P17に掲載】

議案第25号 令和３年度（繰）　交通安全補助請１号　大平牛橋線舗装工事請負契約の締結について【P17に掲載】

議案第26号 令和４年度山元町一般会計補正予算（第１号）【P17に掲載】

○令和４年　第２回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

請願第１号 太陽光発電設備設置届出の手続き、条例制定に関する請願書について（委員長報告）【P３に掲載】 採　択
（町長送付）

報告第２号 繰越明許費繰越計算書について

報　告報告第３号 事故繰越し繰越計算書について

報告第４号 山元町水道事業会計予算繰越計算書について

議案第27号 山元町議会議員及び山元町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

可　決
議案第28号 東日本大震災に伴う山元町国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例

議案第29号 令和４年度山元町一般会計補正予算（第２号）【P２に掲載】

議案第30号 令和４年度山元町下水道事業会計補正予算（第１号）

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第２号 女性トイレの維持及びその安心安全の確保について

女性スペースを守る会
―ＬＧＢＴ法案における『性自認』
に対し慎重な議論を求める会―
共同代表　飯野　香里
　　　　　井上　恵子
　　　　　永田　マル
　　　　　山田　響子

配　布

陳情第３号 国民の祝日「海の日」を７月20日に固定化する意見書の提出を求める
陳情

海事振興連盟
会長　衛藤　征士郎 配　布

陳情第４号 沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求め
る陳情

辺野古を止める！全国基地引き取り
緊急連絡会
代表　漆山　ひとみ

配　布

陳情第５号 中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を求め
る意見書の提出に関する陳情 井田　敏美 配　布

議
員　
地
震
、
豪
雨
災
害

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
大

震
災
時
の
未
整
備
避
難
道

路
等
の
早
期
実
現
へ
の
取

り
組
み
は
。

町
長　
施
工
中
の
大
平
牛

橋
線
、
頭
無
西
牛
橋
線
は

年
内
完
成
予
定
。
上
平
浜

原
線
は
６
年
度
、
通
称
４

番
作
道
は
７
年
度
に
は
完

成
予
定
で
あ
る
。

議
員　
上
平
浜
原
線
は
、

狭
路
、
急
カ
ー
ブ
で
あ
り

事
故
が
起
き
や
す
い
の
で

は
。

町
長　
早
め
に
完
成
す
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
県
で
示
し
た
津
波

浸
水
想
定
か
ら
す
る
と
、

早
急
に
整
備
が
必
要
で
あ

る
。

　
道
路
の
幅
員
が
狭
く
救

災害対策のため早急な取り組みを
町長　積極的に取り組んでいく

議
員　
海
岸
部
に
防
潮
堤

が
整
備
さ
れ
、
海
岸
線
に

接
す
る
道
路
ま
で
も
拡
幅

さ
れ
た
が
、
砂
利
道
で
、

未
舗
装
で
あ
る
。
整
備
す

る
考
え
は
。

町
長　
海
岸
防
災
林
、
防

潮
堤
に
接
す
る
管
理
用
道

路
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
所
管
の
関
係
省
庁
へ
適

切
に
管
理
す
る
よ
う
早
急

に
要
望
す
る
。

議
員　
磯
か
ら
牛
橋
の
海

岸
に
は
、
釣
り
や
サ
ー

フ
ァ
ー
が
多
く
来
訪
し
て

い
る
。
沿
岸
部
に
は
、
防

災
避
難
丘
公
園
や
ト
イ
レ

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
公

園
周
辺
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
。

町
長　
県
南
有
数
の
サ
ー

フ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
愛
好

者
に
親
し
ま
れ
、
波
質
が

良
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
多
く
の
若
者
が
集
い
、

地
域
活
性
化
や
交
流
人
口

増
加
、
町
の
魅
力
を
㏚
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
再
整
備
の
計

画
は
な
い
が
、
他
事
業
と

の
整
合
性
を
図
り
検
討
し

た
い
。

議
員　
サ
ー
フ
ァ
ー
の
利

便
性
を
図
る
た
め
ワ
ン
コ

イ
ン
等
で
利
用
で
き
る

シ
ャ
ワ
ー
設
置
の
考
え
は
。

町
長　
海
は
町
の
財
産
で

急
車
が
入
っ
て
い
け
な
い

状
況
で
あ
り
、
積
極
的
に

地
域
（
特
に
地
権
者
）
の

協
力
を
求
め
て
い
く
必
要

は
な
い
か
。

町
長　
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感

を
意
識
し
、
可
能
な
限
り

計
画
を
前
倒
し
し
た
い
。

積
極
的
に
地
域
の
方
々
や

関
係
者
、
関
係
機
関
と
調

整
を
図
り
事
業
推
進
に
努

め
た
い
。

議
員　
頻
繁
に
発
生
す
る

地
震
、
台
風
な
ど
の
災
害

に
対
処
、
防
災
対
策
を
図

る
た
め
部
署
設
置
の
考
え

は
。

町
長　
自
治
体
に
お
け
る

危
機
体
制
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
次
年
度
に

向
け
組
織
再
編
の
中
で
検

討
し
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
積
極
的
に
現
地
に

足
を
運
び
、
住
民
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る
た
め
汗

を
か
い
て
欲
し
い
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
施
策
展
開
を

町
長　
他
事
業
と
の
整
合
性
を
図
り
検
討

あ
る
。
維
持
管
理
等
も
含

め
、
中
身
を
し
っ
か
り
と

考
え
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

議
員　
当
町
出
身
の
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
が
お
り
、
ま

た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
と
な
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
町
長
杯
サ
ー
フ
ィ

ン
大
会
を
開
催
し
て
は
。

笑顔はじける子どもたち

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

審
議
結
果
一
覧

審
議
結
果
一
覧
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　５月23日（木）、４月17日（日）に執行さ
れた山元町長選挙により、当選した橋元町長
の就任あいさつ後、地方税法等の一部改正に
伴う条例の一部改正ほか、新型コロナウイル
ス対策、福島県沖地震の被災者支援施策のた
め、臨時会が開催されました。
　提出議案12件（承認８件、議案４件）を
審議し、全ての議案を原案通り可決しました。

臨時会概要

令和４年　令和４年　第２回臨時会第２回臨時会
「町民が主人公のまち・山元町」を実現

山
元
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
承
認
第
３
号
）

【
第
１
条
に
よ
る
主
な
改
正
内
容
】

〇�

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
延
長
、
見

直
し

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
任
者
を
令
和
４
年
か

ら
令
和
７
年
ま
で
の
間
に
居
住
し
た
者
と
す
る
。

〇�

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
に
係
る
特

例
等
の
拡
充

　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
期
間
を
延
長

〇
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置

　
令
和
４
年
度
に
限
り
、
商
業
地
等
に
係
る
課

税
標
準
額
の
上
昇
幅
を
評
価
額
の
2.5
％
と
す
る

（
現
行
5.0
％
）

山
元
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

（
承
認
第
４
号
）

◇
主
な
質
疑

議
員　
条
例
の
改
正
は
、
今
の
社
会
状
況
を
十

分
考
え
た
上
で
の
こ
と
か
。

課
長　
中
層
所
得
者
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
税
率
の
引
き
上
げ
で
は
な

く
、
限
度
額
を
上
げ
る
議
論
に
な
り
見
直
し
を

し
た
。

議
員　
対
象
者
は
何
人
ぐ
ら
い
か
。

課
長　
基
礎
課
税
額
対
象
者
は
、
17
世
帯
で
68

人
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
対
象
者
は
、
23
世

帯
84
名
分
で
あ
る
。

条
例
一
部
改
正

名　　称 金額（税込み） 落札率 相手方 工　期
令和４年度　漁機請１号　
磯浜漁港東防波堤・－2.0m
物揚場補修工事

5,218万4,000円 91.43% 東亜建設工業株式会社
東北支店

令和４年
12月16日

令和２年度（繰）社総交（復
興）請９号頭無西牛橋線舗
装工事（変更）

増額493万2,400円
（総額1億76万9,900円） − 株式会社エス・ケイ・ディ

仙台支店
令和４年
６月30日

令和３年度（繰）交通安全
補助請１号大平牛橋線舗装
工事

6,059万4,600円 90.09% 日広建設株式会社 令和４年
11月30日

（議案第23・24・25号）契 約

補 正 予 算

【改正内容】
課税限度額の引き上げ

区分 現行 改正後

基礎課税額に係
る課税限度額 63万円 65万円

後期高齢者支援
金等に係る課税
限度額

19万円 20万円

主な事業
・災害ボランティアセンター運営事業� 5,625千円
・災害廃棄物処理事業� 17,200千円
・道路新設改良事業� 13,594千円
・山元中学校屋内運動場災害復旧事業� 1,200千円

（単位：千円）
会　　計　　名 補 正 額 補正後の予算

一　　般　　会　　計 814,093 12,849,900

改良事業中の道路

◇令和３年度山元町一般会計補正予算（承認第７号・第８号）

主な事業
・新型コロナワクチン予防接種経費� 82,077千円
・瓦屋根改修補助金� 28,000千円
・災害援護資金貸付金� 14,000千円

（単位：千円）
会　　計　　名 専決予算 補 正 額 補正後の予算

一　　般　　会　　計 370,545 125,847 9,501,263

地震により被害を受けた瓦屋根

◇令和４年度山元町一般会計補正予算（承認第９号・第10号、議案第26号）

　今回の補正予算は、主に令和４年３月16日に発生した福島県沖地震による、災害復旧事業に係る
経費等を計上したものです。

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会
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町
の
仕
事
を
チ
ェ
ッ
ク
‼

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
建
教
育
常
任
委
員
会

○
町
営
住
宅

調
査
日

　
４
月
７
日
、
５
月
６
日

調
査
内
容

　
家
賃
低
廉
化
及
び
低
減

事
業
の
概
要
、
並
び
に
住

宅
基
金
及
び
払
い
下
げ
希

望
者
の
現
状
に
つ
い
て
調

査
し
た
。

意
見

・�

東
日
本
大
震
災
災
害
公

営
住
宅
家
賃
対
策
補
助

事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
期
間
終
了
後
も
町
独

自
で
事
業
継
続
を
す
べ

き
で
あ
る
。

・�
低
廉
化
及
び
低
減
事
業

の
補
助
金
等
の
活
用
は

目
的
に
沿
う
施
策
に
最

大
限
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。

・�

払
い
下
げ
希
望
者
を
早

急
に
把
握
す
る
た
め
、

●
保
育
事
業

調
査
日

　
５
月
13
日

調
査
内
容

　
「
山
元
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
と

「
待
機
児
童
の
受
け
皿
整

備
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

・�

４
月
１
日
時
点
の
待
機

児
童
ゼ
ロ
は
、
各
種
受

け
皿
や
諸
施
設
整
備
等

の
成
果
と
判
断
さ
れ
る
。

　

�　
年
間
を
通
じ
て
、
待

機
児
童
が
出
な
い
よ
う

一
層
の
工
夫
を
望
む
。

・�

町
民
が
要
望
・
希
望
す

る
「
待
機
児
童
の
受
け

皿
整
備
」
の
推
進
を
望

む
。

現
居
住
者
へ
意
思
確
認

の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

●
東
部
地
区
基
盤
整
備
事
業

調
査
日

　
４
月
21
日

調
査
内
容

　
各
整
備
区
域
の
進
捗
状

況
及
び
補
完
工
事
遅
延
の

理
由
、
ま
た
完
了
後
の
農

地
や
畑
地
の
耕
作
状
況
を

調
査
し
た
。

意
見

・�

未
作
付
け
畑
地
の
補
完

工
事
完
了
見
込
み
時
期
、

ま
た
工
事
完
了
後
に
お

け
る
県
と
の
間
で
責
任

所
在
が
不
明
確
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
管

理
体
制
も
踏
ま
え
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

・�

令
和
４
年
度
ま
で
の
整

備
完
了
状
況
及
び
耕
作

状
況
を
改
め
て
調
査
し

報
告
す
べ
き
で
あ
る
。

・�

令
和
５
年
度
以
降
の
補

完
工
事
に
係
る
財
源
等

を
明
確
に
し
て
報
告
す

べ
き
で
あ
る
。

議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和４年４月１日～６月30日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

伊
藤
貞
悦

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内
和
彦

遠
藤
龍
之

岩
佐
孝
子

阿
部
　
均

菊
地
康
彦

髙
橋
建
夫

岩
佐
哲
也

4

7 木 産建教育常任委員会 ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

11 月 議会広報・広聴常任委員会 ― ― 欠 ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

13 水 亘理地方町議会議長会　総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

18 月
総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

亘理名取地区市町議会連絡協議会　総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

19 火 仙南・亘理議会議長会　議長会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

20 水 議会広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

21 木 産建教育常任委員会 ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

27 水 全員協議会 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 木 総務民生常任委員会 ○ ― 欠 ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

5

6 金 産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

11 水 仙南・亘理議会議長会　議長会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

13 金 総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

18 水
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

23 月
第２回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 木 宮城県町村議会議長会　臨時総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

6

1 水 議会運営委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

第２回議会定例会（6/3・7・8・9・10） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 木
総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

10 金 議会広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

15 水 議会運営委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

16 木 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 木 産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

28 火 総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

29 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 長 交 際 費
区　分

４月 ５月 ６月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 －

４月支出なし

－ 6,000 議員OB会

慶　弔 － － 27,000 元山元町長葬儀

その他 － 5,000 原水爆禁止国民平和大行進　賛助金 －

合　計 － 5,000 33,000

複合施設候補地の現状

名生東町営住宅

調
査
日

　
４
月
28
日

調
査
内
容

　
「
山
元
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施

設
整
備
基
本
計
画
」
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

意
見

　
計
画
が
示
す
４
つ
の
導

入
事
例
か
ら
は
、
民
間
企

業
の
参
入
は
期
待
で
き
な

い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、

引
き
続
き
、
継
続
調
査
と

す
る
。

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施
設
整
備
事
業

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

議
会
活
動

議
会
活
動
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編
集
デ
ス
ク

　
子
ど
も
た
ち
も
夏
休
み

に
入
り
、
い
よ
い
よ
夏
本

番
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
２
回
山
元

町
議
会
定
例
会
が
行
わ
れ
、

一
般
質
問
で
は
議
員
10
名

か
ら
の
質
問
が
あ
り
、
円

滑
で
的
確
な
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
橋
元
町
政
が
力

を
入
れ
る
豪
雨
水
害
対
策

は
、
台
風
が
多
く
な
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
に
向
け
て
、

手
腕
を
発
揮
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
・
広
聴
常

任
委
員
会
と
し
て
も
、
皆

様
が
手
に
取
っ
て
読
み
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
温

か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
委
員　
渡
邊　
千
恵
美
）

委
員
長　
岩
佐　
秀
一

副
委
員
長　
菊
地　
康
彦

委　
員　
渡
邊
千
恵
美

委　
員　
岩
佐　
孝
子

委　
員　
髙
橋　
建
夫

会　期：８月31日（水）～９月16日（金）
開　会：午前10時
本会議：８月31日・９月２日・５日・７日・16日
　　　　（一般質問：９月２日・５日）

令和４年 第３回山元町議会定例会 （予定）

議会のホームページをご覧ください
山元町議会 検索

◇ ◇ ◇　お知らせ　◇ ◇ ◇
〈議会広報・広聴常任委員会〉

○�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
に
対

す
る
寄
付

　
４
月
18
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
、
議
員

全
員
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
を
岩

佐
議
長
か
ら
同
法
人
の
青
木
事

務
局
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

侵
攻
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
活
動
に
議
員
全
会
一
致
で
賛

同
し
た
た
め
寄
付
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

○
第
２
回
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
研
修

　
４
月
27
日
に
開
催
し
た
全
員

協
議
会
で
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ
を

使
用
し
、
操
作
方
法
、
使
用
感

に
つ
い
て
確
認
し
、
議
会
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

○�

津
波
浸
水
想
定
域
に
つ
い
て

の
説
明

　
６
月
16
日
に
開
催
し
た
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
県
が
発
表

し
た
、
津
波
浸
水
想
定
に
関
す

る
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
町
民
へ
の
周
知
方
法
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

○
小
学
生
議
場
見
学

　
６
月
30
日
、
山
下
第
二
小
学

校
の
６
年
生
10
名
が
議
場
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
議
員
席
に
座
り
、
事

務
局
職
員
か
ら
町
議
会
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
「
議
員
は
何
歳
か
ら
な
れ

る
の
か
」「
議
員
が
話
す
内
容

は
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
か
」

な
ど
の
質
問
を
積
極
的
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
場
内
を
見
学
し
、

議
長
席
や
執
行
部
席
に
座
る
な

ど
、
議
場
の
雰
囲
気
を
体
験
し

ま
し
た
。

議

会

活

動

紹

介

目録を手渡す岩佐議長

職員から説明を受ける児童
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